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生命科学（高次専攻）・教授 
 平成18年4月1日から拠点リーダー 
 
生命科学研究科・教授 
 平成17年3月31日定年退職 
  拠点リーダーと事業推進担当者辞任 
ウイルス研究所・教授 
 
生命科学（高次専攻）・教授 
 平成17年3月31日定年退職で辞任 
生命科学・研究科長 
 
ウイルス研究所・所長 
 
生命科学（統合専攻）・教授 
 
生命科学（統合専攻）・教授 
 
生命科学（高次専攻）・教授 
 
生命科学（統合専攻）・教授 
 平成17年4月1日追加 
生命科学（統合専攻）・教授 
 平成16年3月31日定年退職で辞任 
ウイルス研究所・教授 
 
生命科学（高次専攻）・教授 
 
生命科学（高次専攻）・教授 
 
生命科学（統合専攻）・教授 
 
生命科学（統合専攻）・教授 
 平成17年3月31日定年退職で辞任 
ウイルス研究所・教授 
 
生命科学（統合専攻）・教授 
 
生命科学（高次専攻）・教授 
 
生命科学（高次専攻）・教授 
 平成17年4月1日追加 
生命科学（高次専攻）・助教授 
 平成16年3月31日所属部局変更 
理学研究科(生物科学専攻)・教授 
ウイルス研究所・教授 
 
生命科学（高次専攻）・連携併任教授 
（理化学研究所センター長） 

 

分子細胞生物学、免疫学 
京都大学理学博士 
 
分子生物学、細胞生物学 
東京大学理学博士 
 
ウイルス学、分子生物学 
北海道大学薬学博士 
生化学、分子生物学、神経科学
京都大学医学博士 
分子生物学、細胞生物学 
東京大学理学博士 
分子生物学、発生生物学 
京都大学医学博士 
植物分子細胞生物学 
京都大学農学博士 
分子発生生物学 
京都大学理学博士 
免疫学 
京都大学理学博士 
農芸化学 
京都大学農学博士 
農芸化学 
京都大学農学博士 
分子生物学 
京都大学理学博士 
生化学、分子生物学 
京都大学医学博士 
免疫学 
京都大学医学博士 
生化学、生物物理学 
広島大学理学博士 
植物分子代謝制御学 
京都大学理学博士 
免疫学、細胞生物学 
京都大学医学博士 
分子生物学 
東京大学医学博士 
生化学、分子生物学 
京都大学薬学博士 
分子生物学 
京都大学薬学博士 
分子生物学 
京都大学薬学博士 
 
細胞生物学、分子生物学 
順天堂大学医学博士 
発生生物学、細胞生物学 
京都大学理学博士 

 

癌と生体防御、細胞と染色体 
 
 
細胞と染色体、癌と生体防御 
 
 
癌と生体防御、細胞と染色体 
 
脳と神経発生 
 
細胞と染色体、癌と生体防御 
 
脳と神経発生、細胞と染色体 
 
細胞と染色体 
 
脳と神経発生、細胞と染色体 
 
癌と生体防御 
 
細胞と染色体、脳と神経発生 
 
細胞と染色体、脳と神経発生 
 
細胞と染色体、癌と生体防御 
 
脳と神経発生、癌と生体防御 
 
癌と生体防御 
 
細胞と染色体 
 
細胞と染色体 
 
癌と生体防御 
 
細胞と染色体、癌と生体防御 
 
癌と生体防御、脳と神経発生 
 
脳と神経発生、細胞と染色体 
 
細胞と染色体、癌と生体防御 
 
 
細胞と染色体、癌と生体防御 
 

脳と神経発生 

５．交付経費（単位：千円）千円未満は切り捨てる （  ）：間接経費 

年  度(平成) １ ４ １ ５ １ ６ １ ７ １ ８ 合  計 

交付金額(千円) 224,000 212,000 203,000 
209,000 

 （20,900） 
194,760 

 （19,476） 
1,042,760 
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６．拠点形成の目的 
 先端的学問として爆発的規模で発展しつつ

ある生命科学の世界的な変革状況に対応し、世

界最高クラスの研究成果と優れた人材を生み

だす教育体制をつくりあげるためには、従来の

我が国における生命科学関連諸分野（医学、理

学、農学、薬学等）で確立された科学的思考と

評価の枠組みから、新たな思考、価値判断基準

に沿った学問体系として生命科学を抽出、作成

しなおす必要がある。そのためには、既存の諸

分野における先端領域を融合し、生命の基本原

理を構成する「細胞・分子・遺伝子」を共通言

語として多様な生命体とそれらによって形成

される環境を統合的に理解する新しい生命科

学の独創的研究と教育を展開しなければなら

ない。このような考えに基づき、京都大学大学

院生命科学研究科は生命科学に関係する既存

の研究科等で先端的な研究・教育を行ってきた

研究グループが同一研究科内で切磋琢磨する

ことにより、新たな世界最高レベルの拠点を形

成すべくわが国初の生命科学研究科として発

足した。また、生命科学研究科は新たに融合し

た本体のみで機能するのではなく、学内で生命

科学領域の連携を実践してきたウイルス研究

所や、学外の連携講座である理化学研究所発

生・再生科学総合研究センターと密接な連携の

基に新たな研究と教育を展開し発展していく

必要がある。我が国においては、多くの独立研

究科が既存の特定の研究科を母体として発足

している場合や、その構成分野が独立研究科へ

完全には移動しない状況が見られるが、本研究

科では個々の既存の研究科内で先端的かつ高

度の教育・研究を行ってきた複数の研究分野が

生命科学研究科に完全に移動し、一つの研究科

内において相互の交流を深めており、真に21世

紀における日本の新しい研究・教育体制の融合

的かつ世界最高レベルの先端的な拠点を形成

している。 

 一方、ウイルス研究所は京都大学の付置研究

所として既存の生命科学関連諸研究科との大

学院教育における連携を実践してきた。その結

果、理学系出身の大学院生が医学系の研究を行

う場所、また医学部出身の研究者や学生と理学

系出身の研究者や学生が交流をおこなう場所

を提供してきた。このような土壌は、優秀な研

究・教育者を育てるうえで、非常に重要な役割

を果たしてきた。具体的には、ウイルス研究所

大学院出身者から26名、教官出身者から22名の

現職の教授相当の研究、教育者を輩出しており、

融合の実践によって新たな学問領域の発展に

寄与してきた。さらに、生命科学研究科発足に

おいてはその母体の一つとして融合を促進し、

また４つの協力講座を介して密接な協力・共同

関係を築いており、さらに発展した共同体制で

世界最高レベルの研究・教育を行うために、新

しい拠点に集結し、共同で本申請を行うことと

なった。   

 本拠点は融合と先端性を目指して新規に発

足する組織であり、従来の約束事にとらわれな

い運営を実行し、新たな組織や体制の立ち上げ

に取り組む柔軟性と進取性を必然的に有して

いる。先端的学問として爆発的スピードで世界

的に発展しつつある生命科学において、世界最

高クラスの研究成果と優れた人材を生みだす

教育体制をつくりあげるためには、従来の我が

国における生命科学関連諸分野の枠組みだけ

では不十分であり、新たな学問体系としての生

命科学を再編成、作製しなおす必要がある。21

世紀に開かれた新しい生命科学領域に挑戦す

るには、それに相応しい新しい受け皿が必要で

あり、その受け皿たる本拠点が研究・教育の先

端化のみならず産業の活性化をも誘導し、これ

を通じて近い将来に実現する独立行政法人と

しても特色ある運営が可能と考えている。京都

大学において生命科学研究科とウイルス研究

所の先端領域が融合的に相互作用する本申請

が、21世紀における日本の新しい研究・教育体

制の融合的かつ先端的な世界最高レベルの真

の拠点として発展していくことを本拠点形成

の目的とする。 
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７．研究実施計画 
平成１４年度： 研究拠点の組織基盤を確立す

る。具体的には、研究の柱として設定した３つ

の重点領域「細胞と染色体」、「脳と神経発生」、

「癌と生体防御」の研究を遂行するために、必

要な概念・手法を研究メンバー（教官、ポスド

ク、大学院生が参加）の交流により確認する。

これにより、各研究領域内および各研究領域間

で相乗効果を生みだして研究を遂行するため

の組織的な基盤を確立する。 

 海外からノーベル賞受賞者も含む著名な研

究者を招聘し、主に「細胞と染色体」と「がん

と生体防御」グループの研究の現状と今後の展

開について討論を行い、本拠点発足時の評価を

受け、さらなる発展へつなげる。また、このよ

うな機会を利用して、大学院生も英語による討

論に参加させ、大学院生の国際化をはかる。 

 

平成１５年度： 各研究領域内および各研究領

域間で、各研究遂行者特有の優れた研究基盤や

技術を軸に、共同研究を積極的に推進し、効率

的に研究を進展させる。その成果は学内シンポ

ジウムや各種学会などで内外にしらせる。 

 時限付き助手や博士研究員を採用し、新たな

世界最高クラスの研究・教育を充実させる。 

 海外から著名な研究者を招聘し、主に「脳と

神経発生」グループの研究の現状と今後の展開

について討論を行い、評価を受け、さらなる発

展へつなげる。また、このような機会を利用し

て、大学院生も英語による討論に参加させ、大

学院生の国際化をはかる。 

 

平成１６年度： 独自の視点から発展した三つ

の研究領域における研究成果を、世界レベルの

科学的効果があがっているか、また経済的効果

の面からも再評価する。外部機関との連携も視

野に入れ、研究成果を社会へ還元する方策も実

施する。 

 海外から著名な研究者を招聘し、主に「がん

と生体防御」と「細胞と染色体グループ」のグ

ループの研究の現状と今後の展開について討

論を行い、評価を受け、さらなる発展へつなげ

る。また、このような機会を利用して、大学院

生も英語による発表やプログラム作成に参加

させ、大学院生の国際化を一段とはかる。 

 

平成１７年度： 本拠点の研究成果を発表し、

海外からの招聘者との討論も行う公開国際シ

ンポジウムを開催する。また、このシンポジウ

ムにおいて、本拠点による研究教育活動に対す

る外部評価を行う。 

 この時期には、生命科学研究科やウイルス研

究所の研究に用いることが可能な建物のスペ

ース緩和が見込まれるので、任期制の独立助教

授制度の導入をはかり、「生命継承学研究セン

ター」と共に、若手独立研究グループを積極的

に設置し、国際競争力の備わった独立研究者を

養成していく。 

 

平成１８年度：  

 研究拠点として成し遂げてきた科学的な成

果により、世界に最高レベルの新しい生命科学

の情報を発信し続けると同時に、研究アプロー

チ・経済効果・実用化といった多方面において、

研究拠点としての外部機関との連携を確立す

る。公的・民間や規模の大小を問わず、外部機

関に対し研究成果を提供し、さらに新しい民間

等の共同作業や人材の育成・供給を行う機能を

果たすことによって、本研究グループは高次複

合体化した新しい世界最高レベルの研究拠点

の核として成長する。 
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８．教育実施計画 
 従来の我が国における生命科学関連諸分野

（医学、理学、農学、薬学等）で養成してきた

人材は、それぞれの領域で今日の社会の発展に

大きく貢献してきた。しかしながら、本拠点が

目指す新たな生命科学は、先端的な教育研究を

行ってきた従来の諸分野に所属していた研究

分野が同一組織内で融合相互作用することに

より、２１世紀の新たな社会が要請する新しい

世界レベルの研究教育を行うことを目的とす

るものである。従来の関連研究科では対処が困

難な、変動する新たな世紀における、社会から

の多様な要請に応えていく人材を生命科学研

究科がウイルス研究所と協力して養成するこ

とを目的とする。ウイルス研究所は研究を中心

とした活動という研究所としての特性を活か

しながら、大学院生と共に研究を行う中から積

極的に同様の人材育成を生命科学研究科と共

に行っていく。そのような人材は、生命科学を

総合的に深く理解し、研究教育の場では指導者

となり、未来の人間社会を支える役割を果たす

ことが期待される。教育の目的とするところ

は、（１）生命の基本原理を追求、発見し、世

界最高レベルの新しい生命科学を推進する研

究者、（２）地球環境保全と人類の健康・福祉

と幸福を目指し、企業等の研究機関で社会に貢

献する研究者、（３）多彩な生命現象全般を深

く理解し、教育や行政を通じて社会に貢献する

教育・研究者を育てていくことである。 

 

 このような人材を育成するために、以下のよ

うな制度を積極的に推進する。 

１）本研究拠点は世界最高レベルの大学院とし

て発展し続ける必要があるが、このような高レ

ベルの大学院においても学生をとりまく経済

環境は苦しく、学生の研究や学習の意欲を阻害

する要因（例えば日本育英会奨学金制度の変

更）が昨今増加している。そこで、大学院学生

が世界最高レベルの指導の基に研究活動に専

念できるような環境を確立する。 

２）高度な生命科学研究を推進できる能力を身

につけた人材を集中的に育てるために、博士研

究員および任期制の教官（助手、助教授）を新

たに採用し、多様な研究教育をさらに強化す

る。 

３）学生の英語能力を高めるため、native 

speakerによる個別指導を行う。また、英語の

講義やセミナーも積極的に開催する。 

４）生命科学研究科およびウイルス研究所に所

属する学生の国際シンポジウム（特に海外で開

催されるもの）への参加・発表を積極的に支援

し、学術的に世界レベルの国際感覚を身につけ

た高い能力を有する研究者を育成する。 

５）ウイルス研究所の伊藤嘉明元所長は、現

在、シンガポール大学・分子生物学研究所所長

として活躍し、生命科学研究科の学生の教育を

指導委託で行っているが、このような海外の高

レベルの大学研究機関との学生を含む交流を

更に深める。学生が多く参加できる国際ワーク

ショップ等の共同開催も計画する。 

６）生命科学の最先端の研究者を海外からも招

聘し学生と密に接触してもらうことにより、大

学院生の国際性を深めることを強力に推進す

る。 

７）広い視野を有する研究者・教育者を育てる

ため、人文科学や社会科学系の生命文化学講座

を生命科学研究科に設け、幅広い生命科学の教

育を実施する。 

８）新しい生命科学に対応する学生の入学を推

進するために、大学院入学試験制度の抜本的改

革を実施する。 
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９．研究教育拠点形成活動実績 
①目的の達成状況 
1)世界最高水準の研究教育拠点形成計画全体
の目的達成度 

 本研究教育拠点においては、世界最高水準の

研究を実施し、世界最高レベルの英文雑誌に数

多くの論文を発表（2002-2006年に658報、Impact 
factor 10以上のJournalに111報）するとともに、
平成14-18年の5年間に164名、平成15-18年の4
年間に160名の課程博士を世に輩出し（生命科
学研究科が設立後、平成15年から課程博士を輩
出しはじめた）、生命科学領域の世界的な拠点

として発展してきた。そして、「２．想定どお

りの成果をあげた」と考えている。また、2回
開催した外部評価会（Nobel賞学者Tim Hunt博
士や前バーゼル免疫学研究所所長Fritz 
Melchers博士等を審査員として招聘）では、研
究内容に高い評価を受けると同時に、大学院生

を中心とした育ちつつある若手研究者への強

い興味と期待が表明された。 
 
2)人材育成面での成果と拠点形成への寄与  
 本拠点で課程博士を取得した者の約8割が学
外へ輩出されている。また、20を超える海外の
研究機関で研究を実行する博士研究員を輩出

してきた。 
 実践的な英語力を兼ね備えた研究者を涵養 
するために、native speakerによる個別指導を行
ってきたが、博士後期課程に所属する大学院学

生の英語力が実際に向上したことを毎年実施

しているTOEIC試験の結果として示すことが
できている（図を参照）。 
 さらに、第四回と第五回の国際学生セミナー

では、海外の一流の研究室から大学院生を中心

とした若手研究者を多数招待して合同のシン

ポジウムと交流会を実施することにより、 
国際的な経験を深めるだけでなく、同年代の国

際的な人的ネットワークの形成を試みてきた。

そして、国際的な研究者としての感性を本拠点

の大学院生が修得し、精神的に自立した若い研

究者集団を育成し、真に挑戦的な研究に取り組

む国際的な研究者を世に輩出していくことを

実行し、着実な成果をあげてきた。 
 
3)研究活動面での新たな分野の創成と、学術的
知見等 

 本拠点からは、多くの新しい学術的知見が発

信されてきた。具体的には、Nature 4報,  Cell 6
報, Science 3報を含む、Impact factor 10以上の
top journalに111報を報告した。これらは、全て
新たな分野の創成や学術的知見を含むもので

あるが、全てを紹介することはスペースの問題

からも無理であるので、代表的な例を二つ紹介

する。 
 従来生物時計は、概日リズムの24時間周期が
知られてきたが、本拠点から新たに2時間を刻
む生物時計を発見し、新たな概念を提唱してき

た。また、この2時間周期の生物時計が、個体
発生時の体節形成に重要な役割をはたすこと

も示してきた（図を参照）。その後の本拠点内

の複数研究室による研究から、このような2時
間を刻む生物時計は生命現象の様々なところ

で見いだされ、生命の基本現象のひとつである
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ことが示されつつある。 
 また、本拠点内の大学院生が中心となって実

行した研究として、神経軸索伸長の制御機構の

解明がある。セマフォリンという神経の軸索伸

長を阻害する反発因子の作用機構を明らかに

した（図を参照）。本研究は、この系で初めて

機能が明らかとなった細胞内因子R-Rasの機能
の解明へさらに発展している。 
 先に記したように、他にも個々に挙げた研究

と遜色のない、優れた研究が本拠点内で多数実

行され、世界に発信され続けている。 
 
4)事業推進担当者相互の有機的連携 
 事業指針担当者間で実施され、論文としてま

とまった共同研究は、下記のとおりである。 

◎西田栄介と米原伸 

(Curr Biol, 16, 1171-1182, 2006) 
◎上村匡と竹市雅俊 
 (Dev Cell, 7,205-216, 2004) 
◎下遠野邦忠と影山龍一郎 
 (Gastroenterology, 127, 1775-1786, 2004) 
◎湊長博と影山龍一郎 
(Mol Cell Biol, 25, 4262-4271, 2005) 
(EMBO J. 24, 4052-4060, 2005) 
◎柳田充弘と竹安邦夫 
(EMBO J, 22, 2764-2775, 2003) 
◎淀井淳司と眞貝洋一 
(FASEB J, 20, 121-123, 2006) 
 

 この他にも、現在進行中の共同研究が多数存

在している。推進担当者相互の有機的連携は、

COE拠点としての活動を深めていくことに相関

して、毎年強まってきている。 

 
5)国際競争力ある大学づくりへの貢献度 
 本21世紀COE拠点が後援し、第五回京都大学

国際シンポジウムが京都大学とシンガポール

大学との共催でシンガポールにおいて開催さ

れた。本拠点から、12名の研究者と23名の選抜

された大学院学生が総長とともに参加した。こ

のシンポジウムは、研究者間、大学間、大学院

生間の交流を深めただけでなく、本学（本拠点）

の国際的に高い水準の研究を国際的に知らし

めることとなった。 

 また、本拠点が開催してきた国際学生セミナ

ーによって、海外から招待した多数の大学院生

に、本拠点ならびに本学の高いレベルの研究を

アピールすることとなった。 

 さらに、外部評価会を介して、本COE拠点が

実行している大学院教育が、Nobel賞学者を含

む世界トップレベルの研究者の注目を集める

こととなり、本拠点で育成され輩出されていく

若手研究者に関する強い関心が示された。 

 

6)国内外に向けた情報発信 
 先に記したように、本拠点からは数多くの国

際的に卓越した研究成果が発表され、658報の
英文論文（うち111報がimpact factor 10以上の
Journalへの論文）として発表されている。 
 本拠点が開催してきた国際学生セミナーは、

大学院学生や若手研究者が運営・実行する英語

を用いた世界最高レベルの研究者のセミナー

や討論会（第一回、第二回）、海外の優れた研

究室から多数の大学院学生・若手研究者を招い

た合同のシンポジウムと交流会（第四回、第五

回）を実施するという新しい取り組みであり、

国内外への情報発信という意味でも高い成果

京都大学（A13）―6頁 



 
 

様式２ 
【公表用】 

をあげている。とくに、第四回と第五回国際学

生セミナーの取り組みは、国内外から招聘した

審査員から高い評価を受けると共に、国際的な

注目を集め、Nature誌（vol.441 p380, 2006）に
も取り上げられ、国内外に本拠点の研究と教育

に関する情報を発信することとなった（図を参

照）。 

 さらに、国際学生セミナーに招待した海外か

らの大学院学生を介しても情報の発信がなさ

れている。招待者の感想として、「とてもよい

経験であった。自分は日本でポスドクをするこ

とを考え始めている、自国でもこのようなセミ

ナーを行うべきである、また、生命の学生のプ

レゼンテーション能力に感銘を受けた」という

ものがある。彼の受けた感銘は現地の研究室の

人たちにも伝わっており、十二分な情報の発信

ができたと考えている。 
 
7)拠点形成費等補助金の使途について（拠点形
成のため効果的に使用されたか） 

 本拠点における拠点形成費等補助金の使途

については、次のような基本的な考え方に基づ

いている。すなわち、「個別研究には使わない」、

「大学院生や若い研究者のための環境改善に

向ける」、「まずは英語の実務能力の向上」、

「院生にアシスタントとしての正当な給与を

支払う」という考え方である。個別研究には使

用せず、大学院生や若い研究者のために使用す

るという考え方に基づき、効率的かつ効果的な

使用を行ってきた。また、英語講座においては、

受講者が一部費用を負担する体制を確立し、効

率的な使用を試みてきた。 
 
②今後の展望 
  本拠点で実行してきた高い研究レベルの

拠点として、国際的に卓越した若手研究者を

育成･輩出していくという試みは、数年間と

いう短時間で達成されるものではなく、継続

して取り組んでいくことが必要不可欠であ

る。さらに、今後は海外の大学等の研究機関

と本拠点の間に大学院生や若手研究者の相

互留学制度を確立する等、国際性のある、ま

た将来は国際的なリーダーとなる研究者の

育成を継続して行っていく。本拠点の中核と

なっている生命科学研究科へは、現状では多

数の大学院入学希望者が存在し、課程博士の

学位取得者もコンスタントに輩出している。

このような状況の基に、さらに国際性のある

ユニークな教育を実行することにより、次代

を担う若手研究者を育成･輩出し続けること

が重要であると考えている。 
 
③その他（世界的な研究教育拠点の形成が学内
外に与えた影響度） 
 21世紀COEが開始される2002年に、本拠点か
ら「個別研究には使わない」、「大学院生や若

い研究者のための環境改善に向ける」、「まず

は英語の実務能力の向上」、「院生にアシスタ

ントとしての正当な給与を支払う」等の考え方

が発信され、全国的に大きなインパクトを与え、

その後の我が国におけるCOEプログラム全体
の方向性に大きな影響を与えたと自負してい

る。今後も引き続き、このような考えに基づく

教育･研究を実行していきたい。 
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②国際会議等の開催状況【公表】 

（事業実施期間中に開催した主な国際会議等の開催時期・場所、会議等の名称、参加人数（うち外国人参加者数）、主な招待講演者（３

名程度）） 

 

◎ 第１回外部評価会 

2002年12月1日、京都大学、参加者72名（外国人3名） 

招待審査委員：Tim Hunt博士 (ICRF, UK)2001年  Nobel賞受賞者（医学・生理学賞）、Erich Nigg博士 (Max-Planck 

Institute, Germany)、Jim Maller博士 (Univ. Colorado, Health Science Center, USA) et al. 

 

◎ 第２回外部評価会 

2003年12月14日、京都大学、参加者69名（外国人2名） 

招待審査委員：Fritz Melchers博士（前Basel免疫学研究所所長）、Reed B. Wickner博士（NIH, USA）、et al. 

 

◎ 第１回国際学生セミナー（The 1st International Student Seminar） 

2003年8月29日、京都大学、シンポジウム参加者153名(外国人8名)、討論会参加者31名(外国人3名) 

招待講演者：Dr.Paul Nurse, 2001年  Nobel賞受賞者（医学・生理学賞） 

 

◎ 第２回国際学生セミナー（The 2nd International Student Seminar） 

2004年3月29日、京都大学、シンポジウム参加者80名（外国人6名）、討論会参加者31名(外国人3名) 

招待講演者：Dr. Fritz Melchers, 前バーゼル免疫学研究所 所長 

 

◎ 第３回国際学生セミナー（The 3rd International Student Seminar） 

2004年11月25日、京都大学、シンポジウム参加者302名（外国人10名） 

招待審査委員：Dr. Fritz Melchers, 前バーゼル免疫学研究所 所長 

 

◎ 第5回京都大学国際シンポジウム（京都大学とシンガポール大学が共催。本21世紀COEが講演） 

(Kyoto University-NUS International Symposium “Regulation of cell fate and cell function”) 

2005年1月27-29日、Matrix Building at Biopolis, Singapore 

招待講演者：David Lane, Edison Liu, Mohan K. Balasubramanian, et al. 

 

◎ 第４回国際学生セミナー（The 4th International Student Seminar） 

2006年3月6-9日、京都大学、シンポジウム参加者392名（外国人30名）、交流会参加者56名（外国人20名） 

招待講演者 

Emily E. Arial from Dr. Johannes C. Walter’s Laboratory 

Takaki Komiyama from Dr. Liqun Luo’s Laboratory 

Nathan W. Gerhring form Dr. Jon Beckwith’s Laboraotry  

et al. 

 

◎ 第５回国際学生セミナー（The 5th International Student Seminar） 

2007年2月27-3月2日、京都大学、シンポジウム参加者292名（外国人20名）、交流会参加者45名（外国人14名） 

招待講演者 

Marie-Theres Schmid from Dr. Magadalena Gotz’ Laboratory 

Qian Yang from Dr. Kun-Liang Guan’s Laboratory 

Michael W. Tusche from Dr. Tak W. Mak’s Laboratory   

et al. 
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２．教育活動実績【公表】 
博士課程等若手研究者の人材育成プログラムなど特色ある教育取組等についての、各取組の対象（選抜するものであればその方法を含

む）、実施時期、具体的内容 

A. native speakerによる少人数クラスの英語講座 

大学院学生を含む若手研究者の英語による研究発表・議論の能力を高めることを目的に、native speakerによる少人数

クラスの講座を開講してきた。具体的には、 １クラス当たり5-8名のクラスを編成し、週一回90分間のnative speaker

を講師とした講座を8ヶ月／年実施してきた。受講者数は下記のとおりである。 

H14年度：365名（修士課程学生141名、博士後期課程学生135名、博士学位取得後の若手研究者48名） 

H15年度：364名（修士課程学生156名、博士後期課程学生159名、博士学位取得後の若手研究者49名） 

H16年度：374名（修士課程学生163名、博士後期課程学生167名、博士学位取得後の若手研究者44名） 

H17年度：この年度から、受講料を一部個人負担とする体制とした。 

     285名（修士課程学生136名、博士後期課程学生119名、博士学位取得後の若手研究者30名） 

H18年度：295名（修士課程学生152名、博士後期課程学生113名、博士学位取得後の若手研究者30名） 

 

B.国際学生セミナー 

 英語教育および世界最高レベルの若手研究者の育成を目的に、本COE拠点に所属する大学院学生が主催し、主体的に実

施する国際学生セミナーと討論集会を実施してきた。 

◎第一回国際学生セミナーと討論集会：2001年ノーベル医学生理学賞受賞者Paul Nurse博士を迎え、2003年8月29に開催

した。 

◎第二回国際学生セミナーと討論集会：外部評価会に参加し、本拠点の学生教育に対する強い興味を表明した前バーゼ

ル免疫学研究所所長Fritz Melchers博士を招待し、大学院学生が主催し、主体的に実施する第二回の国際学生セミナー

と討論集会を2004年3月30日に実施した。 

 英語講座の成果を基盤に、世界最高レベルの研究者と英語で実際に討論を行い、自らの主催するセミナーを持つこと

により、世界に羽ばたく研究者としての意識や自覚を持って成長する糧になったと考えている。 

◎第三回国際学生セミナー（Fresh All Stars 2004 京大院生、英語で語る！）：本COE拠点に所属する大学院学生を中

心とした若手研究者による英語による研究発表会として、2004年11月25日に開催した。86の演題（ポスター発表）の中

から、20の演題を学生実行委員会がselectionして口頭発表を行った。Fritz Melchers博士をはじめとする外部審査員を

招聘し、本COE拠点の大学院学生の研究と英語による表現力について評価を受け、優秀者は表彰するだけでなく、シンガ

ポールで本COEが後援して開催した京都大学̶シンガポール大学国際シンポジウムに参加発表させ、国際的な経験をつま

せた。 

◎第四回国際学生セミナー：海外の一流研究室から大学院学生を中心とした若手研究者20名を招待し、本COEに所属する

大学院学生と共同で英語による研究発表会と宿泊を含む討論集会を2006年3月6-9日に開催した。本学生セミナーは本COE

内に形成した学生実行委員会が中心となって運営した。研究発表会では、88名の英語によるポスター発表があり、その

中から実行委員会が選抜した40演題（海外招待者の20演題を含む）が英語による口頭発表を行った。外部審査員を招聘

し、研究と英語による表現力について評価を受け、優秀者を６名表彰した。さらに泊まり込んでの討論集会では、若手

研究者のおかれる環境や文化の異同について国際的な視点から討論がなされ、若手研究者間の交流がなされた。この国

際学生セミナーは、Nature誌にも取り上げられ（vol.441 p380, 2006）、国際的にも注目された。 

◎第五回国際学生セミナー：海外の一流研究室から大学院学生を中心とした若手研究者14名を招待し、本COEに所属する

大学院学生･博士研究員と共同で英語による研究発表会と討論集会を2007年2月27-3月2日に開催した。本学生セミナーは

本拠点内に形成した学生実行委員会が中心となって運営した。研究発表会では、招待した海外からの若手研究者14名と

生命科学研究科とウイルス研究所からの14名の合計28名による英語の口頭発表と、85名による英語のポスター発表を行

った。研究発表に対する外部審査員を招聘し、研究と英語による表現力について評価を受け、優秀者６名を表彰した。

 

C.学生フェスティバル 

 第三回国際学生セミナーの学生実行委員から、本拠点内の学生間のサイエンスの交流をより深める催しを開催するこ

とが提案され、学生フェスティバルとして学生が口頭発表とポスター発表を行う学生主催の交流集会を実施した。2005

年10月7日、2006年10月19日の二回、教員も参加する形式で開催し、学生間のサイエンスを土台とした交流が行われた。

また、参加学生の投票による、優秀発表に対する表彰も行った。 

 

 
 



機関名： 京都大学  拠点番号： Ａ１３    ２１世紀ＣＯＥプログラム委員会における事後評価結果  （総括評価）  設定された目的は十分達成され、期待以上の成果があった （コメント） 研究教育拠点形成全体については、本プログラム発足直前に、理農医を統合する生命科学研究科が創設され、時宜を得た大学院生に対する教育支援が行われたことによって、高い目標の達成に成功したと評価できる。  人材育成面では、それぞれ異なった入口から進学した大学院生を、現代の革新的な生命科学の枠組みで養成する本計画は優れたものであり、優秀な人材が育成されたものと評価する。  研究活動面では、従来から、事業推進担当者が優れた研究成果を上げており、本プログラムにより、その効果が一層高められ、拠点としての力を示した点は評価できる。  しかしながら、補助事業終了後に、さらなる発展を遂げるためには、継続に関しての具体的計画が必要であるが記載されておらず、今後明らかにすることが望まれる。  

 


